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平成２６年度広島県合同輸血療法委員会
平成２６年度事業計画案

資料資料資料資料 ２－１２－１２－１２－１

平成26年度の委員会活動の概要

� 県合同輸血療法委員会の開催（７月２６日）
� 輸血療法に関する調査の実施（継続と発展）
� 医療機関からの相談応需事業の実施
� 合同輸血療法研修会の開催（平成２７年１月下旬～２月上旬予定）
� 報告書の作成
広島県合同輸血療法委員会の開催

� 日時 平成２６年７月２６日(土)１５時～１７時
� 場所 国保会館
� 内容

� 平成２５年度事業実施報告
� 平成２６年度事業計画案
� 講 演

� テーマ「輸血医療の均てん化にチャレンジ 小規模医療施設における輸血医療の特徴とその支援」
� 講師 金沢赤十字病院 検査部二木敏彦先生

� 各医療機関の状況報告及び意見交換

輸血療法に関する調査の実施
� 平成23年度から実施しているアンケートの基礎的な内容は継続して実施するとともに，専門度の高い分野に対する詳細な質問を追加するなど，改良した内容での調査を行う。
� 使用量の特に多い医療機関（使用量上位10機関程度）については，ＩＣＤ10の大分類ごとの使用量等の追加の設問を検討する。
� 公表に際してもまれな疾患により個人が特定できないよう十分に配慮し，病院名の公表は同意が取得された場合のみとする。
� 集計及び解析結果は，「広島県合同輸血療法委員会」報告書として作成し広島県内の医療機関に配布する。

� アンケートは，病院ごとの集計値であり個人情報を含まないため，疫学研究倫理指針及び臨床研究倫理指針には抵触しない。
医療機関からの相談応需事業の実施

� 対象対象対象対象：「輸血療法の実施に関する指針」への適合を模索している医療機関
� 実施の方法実施の方法実施の方法実施の方法：日本輸血・細胞治療学会のＩ＆Ａマニュアルを参考に委員会で作成したチェックリスト活用して実施する。
� 実施件数実施件数実施件数実施件数((((予定予定予定予定))))：５施設程度
� 内容内容内容内容：各医療機関が，血液製剤をどのように使用しているか，実際に医療機関を訪問して確認し，医療機関からの相談に応需する形とする。
広島県合同輸血療法研修会の開催

� 目的 平成２３年度から継続して開催し，県内で輸血医療を行う医療機関の医療従事者等を対象とした研修会を開催し，適正使用の普及啓発に資する。
� 内容 輸血療法等に関する特別講演及び県内医療機関からの情報提供等とし，参加者の知識の向上に寄与する。
� 日時 平成２７年１月下旬～２月上旬の土曜日１4時～１7時（予定）
� 場所 国保会館（予定）
� 講演講講講講師（予定）黒石市国民健康保険黒石病院 看護師長西塚和美先生
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